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身 体 障 害 者 手 帳 療  育  手  帳  

障 が い 者 支 援 課  ま た は  行 徳 支 所 福 祉 課  

判   定  

千 葉 県  

障 害 者 福 祉 推 進 課  

判   定  

・ 18歳 未 満  

市 川 児 童 相 談 所  

・ 18歳 以 上  

千 葉 県 中 央 障 害 者 相 談 セ ン タ ー  

審   査  

千 葉 県  

精 神 保 健 福 祉 セ ン タ ー  

障 が い 者 支 援 課 か ら 手 帳 交 付 ・ 各 種 サ ー ビ ス の 説 明 

※  申 請 か ら 手 帳 交 付 ま で の 期 間 は 約 2 ヶ 月 で す 。  

（ た だ し 、 診 断 書 に 不 備 が あ る 場 合 等 は 、  

２ ヶ 月 以 上 か か る 時 も あ り ま す 。 ）      

 

申           請  

市 か ら 県 へ 申 請 関 係 書 類 送 付 

県 か ら 市 へ 手 帳 送 付 

精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手 帳  

※  障 害 者 手 帳 と は 、 一 定 の 障 が い を お 持 ち の 方 に 対 し 、 各 種 福 祉 サ ー ビ ス の  

支 援 を 受 け や す く す る た め に 交 付 さ れ る も の で す 。  

 

１ 手帳 
１－１ 障害者手帳交付の流れ 
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１－２ 身体障害者手帳  ○身  

内 容 身体に障がいのある方が、各種の支援を受けやすくするための手帳です。 

対 象 者 
上肢・下肢・体幹・目・耳・音声言語・心臓・呼吸器・じん臓・肝臓・ 

ぼうこう・直腸・小腸・免疫に障がいのある方。 

交付申請に 

必要なもの 

 ・身体障害者手帳交付申請書 

・15条指定医の「診断書・意見書」（障がいの種類ごとに指定様式あり） 

※文書料は医療機関により異なり、自己負担となります。有効期間６ヶ月。 

 ・本人の写真（タテ４cm×ヨコ３cm） 

・マイナンバーカード  

または、「マイナンバー通知カード」と「本人確認書類（運転免許証等）」 

・外国籍の方は、在留資格が明らかとなる書類 

※「申請書」「診断書・意見書」の様式については、市のホームページからも 

ダウンロードできます。 

 ※本人・同居の親族以外が申請する場合には委任状が必要です。 

  （委任状の様式の指定はありません） 

再交付申請 

その他届出 

○身体障害者手帳再交付申請 

 下記のとき、申請により再交付手続が可能です。 

・手帳の紛失（「診断書・意見書」は不要です） 

・手帳の破損（「診断書・意見書」は不要です） 

・障がいの追加 

・障がい程度の変更 

・障がいの再認定 

※身体の状態・治療内容等に変化が生じた場合には指定医師にご相談下さい。 

○身体障害者手帳返還届 

  下記のとき、届出が必要となります。 

・手帳が不要になったとき 

・再認定の結果、障がいに該当しなくなったとき 

・手帳所持者が死亡したとき 

○居住地等変更届 

 下記のとき、届出が必要となります。 

・居住地を変更したとき（市外転入・市内転居） 

・氏名に変更が生じたとき 

 

※上記の申請、届出について必要なものは事前にご確認ください。 

窓 口 

障がい者支援課（福祉グループ） 

行徳支所 福祉課 

（行徳支所にて、市外転入手続きを行う場合は予約制となります。 

詳しくはお問い合わせください。） 

＊「障害程度等級表」は103～１０９ページに掲載しています。 
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１－３ 療育手帳 ○知  

内 容 
知的障がいのある方が、一貫した指導・相談等各種の支援を受けやすくする

ための手帳です。 

対 象 者 
児童相談所、または障害者相談センターにおいて知的障がい児・者と判定さ

れた方 

交付申請に 

必要なもの 

・療育手帳交付申請書 

・本人の写真（タテ4cm×ヨコ3cm） 

・個人番号確認書類（マイナンバーカード・通知カード等） 

※本人・同居の親族以外が申請する場合には委任状（任意様式）が必要です。 

再判定申請 

その他届出 

○療育手帳再判定申請 

交付を受けた場合、年齢によって一定期間後に再判定が必要になります。 

再判定の際には必ず本人の写真が必要となりますのでご用意ください。 

※再判定について通知はございませんので、手帳に記載された再判定の時

期をご確認ください。 

○療育手帳再交付申請 

手帳を紛失、あるいは破損された場合に行う手続きです。 

○療育手帳返還届 

手帳所持者が死亡した場合などに行う手続きです。 

○療育手帳記載事項変更届 

手帳所持者または保護者の住所・氏名などに変更が生じたときに 

行う手続きです。 

※上記の申請、届出について必要なものは事前にご確認ください。 

窓 口 

障がい者支援課（福祉グループ） 

行徳支所 福祉課 

（行徳支所では、一部手続きのみ対応。詳細はお問い合わせください。 

また、18歳以上の方の県外や千葉市からの転入手続きは予約制となります。） 

※障害程度の基準表 

最重度 ○Ａ  
知能指数がおおむね２０以下の者で日常生活において常時の介助 

を必要とする程度の状態にある者。 

重度 

Ａの１ 
知能指数がおおむね２１以上３５以下の者で日常生活において 

常時の介助を必要とする程度の状態にある者。 

Ａの２ 

知能指数がおおむね３６以上５０以下の者で視覚障害、聴覚障害、 

肢体不自由を有し、身体障害者福祉法に基づく障害等級が１級、２級

または３級の手帳を所持しており、日常生活において常時の介助を 

必要とする程度の状態にある者。 

中度 Ｂの１ 
上記以外の者で、知能指数がおおむね３６以上５０以下の者で 

日常生活において常時の介助を必要とする程度の状態にある者。 

軽度 Ｂの２ 
知能指数がおおむね５１以上７５程度の者で日常生活において 

介助を必要とする程度の状態にある者。 

＊ただし、障害者相談センターにおける最重度の取扱いは次ページの表による。 
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最重度 
○Ａ の１ 

知能指数がおおむね２０以下の者で日常生活において常時特別の 

介助を必要とする程度の状態にある者。 

○Ａ の２ 
知能指数がおおむね２０以下の者で日常生活において常時の介助を 

必要とする程度の状態にある者で、Ⓐの１以外の者。 

                       

１－４ 精神障害者保健福祉手帳 ○精  

内 容 

精神障害者保健福祉手帳は、精神障がい者の社会復帰の促進と自立と社会参

加の促進を図ることを目的に、一定の精神障がいの状態にあることの認定を

受け交付されるものです。手帳を交付された方がさまざまな福祉的配慮や支

援（サービス）を受ける際に利用されます。 

対 象 者 精神障がいのために、長期にわたり日常生活又は社会生活への制約がある方 

申請に 

必要なもの 

・①～③のいずれか 

① 診断書（精神障害者保健福祉手帳用） 

※精神保健指定医その他精神障がいの診断又は治療に従事する医師によるもので 

精神障がいに係る初診日から6ヶ月を経過した日以降の診断書 

医師記入日から3ヶ月以内が有効期限 

県提出用と市町村提出用の２枚の原本必要 

（1）同意書（年金照会用） 

② （2）「障害年金証書」（精神障がいを理由に受給中の場合のみ） 

  （3）直近の「年金の振込通知書」 

※障害年金証書・年金の振込通知書については省略できる場合あり。 

③  （１）特別障害給付金受給資格者証（省略できる場合あり） 

（２）同意書（年金照会用） 

・障害者手帳交付申請書 

・写真１枚（タテ4ｃｍ×ヨコ３ｃｍ、1年以内に撮影、裏面に氏名、住所、生年月日を記入） 

・障害者手帳（精神障害者保健福祉手帳）※記載内容に変更がある場合のみ 

※保佐人・後見人が申請する場合には「登記事項証明書」が必要です。 

 ※窓口申請をご希望の方は、必要なものが異なるのでお問い合わせください。 

本人・同居の親族以外が申請する場合には委任状（任意様式）が必要です。 

再認定申請 

その他届出 

〇更新申請：有効期限（２年間）が切れる3ヶ月前から手続きを受け付けます。 

市から更新のお知らせ等はありませんのでご注意ください。 

○再交付申請：手帳を紛失、破損した場合などに行います。 

○返還届：障がい者が死亡した場合、あるいは精神障がいの状態がなくなった

場合などに行います。 

○記載事項変更届：氏名･居住地など記載事項に変更があった場合に行います。 

※上記の申請、届出についてご不明な点はお問い合わせください。 

窓 口 
障がい者支援課（福祉グループ） 

行徳支所 福祉課 

＊「等級と障害の状態」は次ページに掲載しています。 
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※等級と障害の状態 

１ 級 精神障害であって、日常生活の用を弁ずることを不能ならしめる程度のもの 

２ 級 
精神障害であって、日常生活が著しい制限を受けるか、又は日常生活に著し 

い制限を加えることを必要とする程度のもの 

３ 級 
精神障害であって、日常生活もしくは社会生活が制限を受けるか、又は日常

生活もしくは社会生活に制限を加えることを必要とする程度のもの 

 

１－５ デジタル障害者手帳「ミライロ ID」 ○身  ○知  ○精  

内 容 

株式会社ミライロが提供するスマートフォン用アプリです。事前に障害者手

帳（身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳。以下、「障害者

手帳」）を登録しておくと、スマートフォンの画面で障害者手帳の情報を表

示することができるため、従来ならば外出先等でわざわざ取り出していた障

害者手帳をスマートフォン一つで提示して、割引等を受けることができま

す。 

なお「ミライロＩＤ」がなくても、障害者手帳の原本を提示いただければ、

今までどおり障害者割引等を使うことができます。また、ミライロIDに登録

をされた後でも、障害者手帳原本の提示は有効です。 

対 象 者 

  身体障害者手帳 

  療育手帳          いずれかの所持者 

  精神障害者保健福祉手帳 

利用方法 
「ミライロID」 の ウェブサイトをご覧ください 

【URL】https://mirairo-id.jp 

 

 

 

 

         




